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九十九島の日感謝祭
九十九島の日（9月19日）が制定され
て10周年を迎え、西海パールシーリ
ゾートでは9月19日と20日の両日、
「九十九島の日感謝祭」が開催されま
した。多くの人でにぎわった会場で
は、地元デュオ「SandyTrip（サン
ディトリップ）」のライブ演奏（写真
上）やパールクィーンカフェなど、
さまざまなイベントが催され、夜に
は10周年を記念した919発の花火
（写真左）が九十九島の夜空を彩りま
した。

編集後記

帰宅後、玄関に投げ出されたま
まのランドセル。「宿題は？」
への娘の返事は「まーだー」。
「何してたの？」「さあ？」「さ
あは何？」「分かんない」。今
回、学童クラブの取材で「ただ
いま」の後すぐにランドセルか
ら宿題を出す子どもたちを見
た後だけに、わたしが不在時
の娘の「放課後」が少し不安に。
夏場は日が沈むまで自転車を
乗り回していたものの、最近
は日焼けにこりて外に遊びに
出るでもなく、ゲームをする
か鏡とにらめっこで「豊かな放
課後」には程遠い我が家。自分
磨きをするのなら、鏡よりも
本とにらっめっこをしたほう
が自分のためなのに…。（Ｗ）
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全国大会で好成績!
テニスの全日本ジュニア選手権（8月、大
阪市）の14歳以下女子シングルスで準優
勝した 江  代  純  菜 さん（相浦中2年・左）と、

え しろ すみ な

同ダブルスで江代さんと組みベスト16
に入った川口桃佳さん（相浦中1年・右）
が9月30日に市役所を訪れ、朝長市長に
結果報告しました。

水道料金改定は継続審査へ
9月28日、9月定例市議会の最終本会議が開かれ、本
年度一般会計補正予算案など20議案が可決、同意さ
れ閉会しました。本紙10月号でお知らせした水道料
金を改定する「佐世保市水道条例の一部改正」の議
案は、さらに検討を要するため継続審査になりまし
た。詳しくは「させぼ市議会だより」をご覧ください。

小学3年生の九十九島シーカヤック体験

佐世保市は、天然の良港といわれる佐世保湾や
大村湾、西海国立公園九十九島海域と、それぞ

れ趣の違った海に面しています。
　こうした素晴らしい海をより楽しむため、最近、操作
が簡単で、海を間近に感じられるシーカヤックなどの海
洋スポーツが全国的に普及し始めています。
　全国の中でも九十九島海域は、波が穏やかで、島々の
入り江が変化に富んでいることから、シーカヤックの絶
好のフィールドとして高く評価されています。しかし、
本市にそうした素晴らしいフィールドがあるにもかかわ
らず、そのことを認識されている市民の方は少なく、体
験された人もまだまだ少ない状況です。
　そこで本市では、子どものときから、ふるさと佐世保
の海と海洋スポーツに親しんでもらうため、市内全小学
校の3年生を対象に、九十九島自然体験学習のプログラ
ムの一つとして、「シーカヤック体験」を本年度から取り
入れました。先日、金比良小学校の子どもたちが体験し
ているところを視察しましたが、どの子どもも楽しそう
にチャレンジしていました。

　海は怖い、危険だと心配する人もおられるかもしれま
せんが、安全面には十分に配慮しながら無理のない体験
学習にしていますので、ご理解をお願いしたいと思います。
　またこの取り組みを機に、多くの市民の皆さんにも
シーカヤックの楽しさを体験していただきたいと思いま
す。市民の皆さんが楽しめるものには、きっと観光客の
皆さんも興味を示されるはずです。
　九十九島の大自然の中でのんびりとパドリングする楽
しさを全国に発信しましょう。

佐世保市長　朝長　則男

国内最大級客船「飛鳥Ⅱ」の寄港
9月27日、国内最大級のクルーズ客船
「飛鳥Ⅱ」が、約2年半ぶり（2回目）に本
市へ寄港しました。船が接岸した前畑
岸壁では、乗組員や約750人の乗客の
皆さんに対する歓迎行事を行い、朝長
市長は「佐世保を十分に堪能してくだ
さい」とあいさつしました。同日の夕
方、船は次の寄港地、韓国釜山へ向け
て出港しました。

ご長寿おめでとうございます!
敬老の日の9月21日、朝長市長が市内
の老人ホームなどを訪問し、高齢者の
長寿をお祝いしました。市長は老人
ホームに集まったお年寄りに「長年に
わたり本市の発展を支えていただき、
心から感謝の意を表します。今後も元
気に過ごし、皆さんが築いてこられた
日本の良き伝統を多くの皆さんに伝え
てください」とあいさつしました。市
内の65歳以上の高齢者は8月1日現在
で63,325人、100歳以上は8月末現在
で103人となっています。
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